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NY マーケットレポート（2017 年 8 月 24 日） 

 

NY市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数が予想より良好な結果となったことを受けてドルが買われたが、米ジャクソンホールで

のイエレン FRB議長や、ドラギ ECB総裁の講演を控えて様子見ムードが強まっており、上値は限定的となった。その後は、米国債利回りの低 

下や原油価格の下落、また米中古住宅販売件数が 2 ヵ月連続で減少となったことも影響し、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

その後は、小動きながら堅調な動きが終盤まで続いた。 

 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ジョージ・カンザスシティ連銀総裁～インタビュー 

 

・「年内に追加利上げの機会があると引き続き想定」 

・「経済は良好な状態、バランスシート縮小開始を支持」 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 23.4 万件（予想 23.8 万件・前回 23.2 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 195.4 万人（予想 195.0 万人・前回 195.4 万人） 

前回発表の 195.3 万人から 195.4 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 
出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/08/19・・・234,000・・・ +2,000・・・237,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/08/12・・・232,000・・・-12,000・・・240,500・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

17/08/05・・・244,000・・・ +3,000・・・241,000・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

17/07/29・・・241,000・・・ -4,000・・・242,000・・・・1,956,000・・・・1.4％ 

17/07/22・・・245,000・・・+11,000・・・244,250・・・・1,967,000・・・・1.4％ 

17/07/15・・・234,000・・・-14,000・・・244,000・・・・1,964,000・・・・1.4％ 

17/07/08・・・248,000・・・ -2,000・・・246,000・・・・1,977,000・・・・1.4％ 

17/07/01・・・250,000・・・ +6,000・・・243,500・・・・1,949,000・・・・1.4％ 

17/06/24・・・244,000・・・ +2,000・・・242,250・・・・1,965,000・・・・1.4％ 

17/06/17・・・242,000・・・ +4,000・・・245,000・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/06/10・・・238,000・・・ -7,000・・・243,250・・・・1,942,000・・・・1.4％ 

17/06/03・・・245,000・・・-10,000・・・242,000・・・・1,935,000・・・・1.4％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比+0.2 万件の 23.4 万件となり、2 週ぶりに増加した。申請件数の 4 週移動平均は、前週比-2750 件の 23

万 7750 件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週と変わらずの 195.4 万人だった。受給者数の 4週移動平均は、前週

比-2750 人の 195 万 7750 人。受給者比率は 1.4％と、前週と同じだった。 

 

 

21：32 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「債務上限問題を退役軍人法案に連結するよう要請した」 

 

 

23：00  

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月米中古住宅販売件数 544 万件（予想 555 万件・前回 551 万件） 

前回発表の 552 万件から 551 万件に修正 

 

7 月米中古住宅販売件数（前月比） -1.3％（予想 0.5%・前回 -2.0%） 

前回発表の-1.8％から-2.0％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪中古住宅販売≫ 

        7 月・・6月・・5月・・4月・・3月・・2月 

販売戸数・・・・544・・ 551・・562・・ 556・・570・・547 

北東部・・・・・ 65・・  76・・ 78・・  73・・ 75・・ 69 

中西部・・・・・125・・ 132・・128・・ 136・・131・・120 

南部・・・・・・228・・ 223・・234・・ 229・・242・・234 

西部・・・・・・126・・ 120・・122・・ 118・・122・・124 

                       （万件) 

 

7 月の米中古住宅販売件数は、2ヵ月連続で減少となり、在庫の逼迫が販売減につながっていると指摘されている。一戸建て住宅は、前

月比-0.8％の 484 万件、集合住宅は-4.8％の 60 万件。住宅在庫は、前月比-1.0％の 192 万件、前年比は-9.0％と 26 ヵ月連続で前年水

準を下回った。在庫率は 4.2 ヵ月で前月と変わらず。中間販売価格は、前年比+6.2％の 25.8 万ドルと 65 ヵ月連続で前年同月を上回っ

た。平均販売価格は+4.9％の 29.9 万ドル。地域別では、北東部が-14.5％、中西部が-5.3％、西部は+5.0％、南部は+2.2％。 

 

 

23：00  

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2Q 米住宅ローン延滞率 4.24％（前回 4.71%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：40 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「政府機関の閉鎖については、注意して見守るべき事態」 

・「バランスシート、近く再投資の停止に入るべきだ」 

・「今年の成長率は 2％超になると確信している」 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月カンザスシティ連銀製造業活動指数 16（予想 11・前回 10） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、イエレン FRB 議長とドラギ ECB 総裁の講演を控えて、ポジション調整の買いが優勢となり、主要株価は堅調な動きと

なった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.98 ドル安の 1バレル＝47.43 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米メキシコ湾を北上中のハリケーンの影響で周辺の製油施設が一時操業停止となり、製油向け需要が減少するとの懸念を受

けて、売りが優勢となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、25 日の米ジャクソンホールでのイエレン FRB 議長の講演を控え、様子見ムードが強まっており、主要株価は序盤から小

動きの展開が続いた。ダウ平均株価は、上昇して始まった後、下落に転じるなど、方向性に乏しく、狭いレンジ内の動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米ジャクソンホールでのイエレン FRB 議長やドラギ ECB 総裁の講演を控えて様子見ムードが強まっており、主要通貨

はやや限定的な動きとなった。終盤には、ポジション調整の動きから、ドル円・クロス円は小動きながら堅調な動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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